
韓国・韓国空港公社 清州国際空港と
「北海道内7空港・清州国際空港線の利用促進等に関する業務協約」を締結しました

2024年5月28日(火)

北海道エアポート株式会社

北海道エアポート株式会社(略称：HAP、本社：北海道千歳市)と韓国空港公社 清州国際空港(略称：

KAC CJJ、所在地：忠清北道清州市)は、2024年5月27日(月)、HAPが運営する北海道内７空港(※)と 

清州国際空港の航空路線の新規就航および利用促進に向けた相互連携を行うため、「北海道内７空港・

清州国際空港線の利用促進等に関する業務協約」(以下、本協約)を締結いたしました。

※北海道内７空港：新千歳、稚内、釧路、函館、旭川、帯広、女満別

今後、本協約に基づき、両社では以下の内容について連携、協力して取り組んでまいります。

清州国際空港は、韓国中部エリアの中で唯一の国際空港ですが、コロナ後に北海道との定期便が復便

していないことから、両社は、本協約に基づき、今後まず新千歳・清州路線の復便に向けて共同で取り

組むほか、他6空港との新規路線の就航・利用促進等も含めた定期的な情報・意見交換などを密に行い、

北海道の航空ネットワークの回復・発展に貢献してまいります。

Press Release

＜本件に関するお問い合わせ＞

北海道エアポート㈱ 総務・人事部 広報課 0123-46-2990 (代表)

▲2024年5月27日(月) 清州空港で協約を締結した当社 常務取締役 富田秀樹(左)と清州空港空港長 金公德氏

１ 同路線における観光、航空輸送並びに空港運営業務等に関する情報交換並びに

相互訪問を通じた交流

２ 同路線の開設及び、利用促進を目的とした共同マーケティング

３ 同路線の就航基盤を整えるための相互支援およびPR活動
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